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2 P-75 生活用品の機能を科学的に捉える態度の育成をめざして

開発した｢おむつ｣ 教材　 一高 等学校における授業実 践－

○福井　 典代　　 藤原　 康晴( 鳴門教育大)

【目的】｢おむつ｣を題材として取りあげ，生活用品の機能の科学的な見方，考え方の育成

をめざした家庭科授業を構築して実践を行った。本教材では，紙おむつと布おむつに対し
て，利便性や快適性とともに経済性や環境負荷の比較を基に，総合的な観点から選択する

力を養うことを目的とした。
【授業実践の手順および結果】高等学校２年生43名を対象に，2 時限の授業実践を行った。

①おむつに使用する表面材として，キュプラ不織布(親水性). ポリエステル不織布(疎水
性), 綿さらし(親水性)の３種を用いた。それら３種の表面材のうち，もっとも多くの生

徒によって選択された表面材はキュプラ(39%)であり，次にポリエステル(32%), 綿さらし
(29%)の順であった。この結果，生徒の約70% の者が｢直接肌に触れ，尿を吸水する素材に
は親水性のものが適している｣と認識していることがわかった。②次の実験によって，こ

の素朴な認識を否定する結果に遭遇し，適用される対象によってその常識の妥当性が異な
ることを学習した。すなわち，これらの表面材を用いておむつを試作し，それに注水して

手ざわりを測定した。注水１分後の手ざわりはキュプラ，綿さらしの場合，ほとんどの生
徒が｢べとべとしている｣と判定したのに対し，ポリエステルの場合，全生徒が｢さらっと

している｣と判定している。③また，実践中に生じた疑問｢同種の素材から構成されていな
がら，試作の紙おむつよりも市販のものの吸水が速いのはなぜか｣の解明をとおして，毛

細管現象が生活用品の紙おむつに活かされていることを実験的に理解した。④｢将来使用
したいおむつ｣を評定させた結果，授業実践前に紙おむつと布おむつを併用したいと希望

していた生徒のうち，実践後に紙おむつを使用したいと希望する人数割合が若干増加した。

2 P-76 既 製 服 の 表 示サ イ ズ とバ ス トの 仕 上 げ 寸 法 の実 態 お よ び

フ ィ ッ ト感 を 与 え る 衣 服 のゆ と り 量

○ 中 川 敦 子＊　　　 藤 原 康 晴＊＊

（＊香 川短 大，　　　 ＊＊鳴門教 育大 ）

【目的】既製服のサイ ズに対する消費者の不満を調査した前報の結果によると「メーカー

によってサイズが違う」とい う指摘が多くみられた。表示サイズが同じであっても，服種，

形態，メーカー等によって仕上げ寸法が異なるのは当たり前のこ とである。しかし，衣料

サイズの表示システムの理解 が十分でない 消費者は，表示サイズが同じ衣服は仕上げ寸法

も同じである と認識してい るようである。 本研究では，フィットするサイズの衣服の選定

に関する消費者教育教材の基礎資料を得ることを目的として，まず，カタログ販売誌 に掲

載されてい る衣服 の表示サイズとその衣服のバストの仕上げ寸法の実態を調査した。次に，

サイズの異なる衣服を試着し，フィットすると判定された衣服のゆとり量（そ のサイズの

衣服のバストの仕上げ寸法一着用者のヌード寸法）をいくつかの服種別に算出した。

【結果 】数種のカ タログ販売誌に掲載されているフィット性を必要とする衣服（シャツ，

ジャケット，ワンピース）とフィット性を必要としない衣服（セーター.   T シャツ，トレ

ーナー）を対象として，前者につい ては9AR, 後者についてはＭ サイズのもののバスト

の仕上げ寸法を調査した。その結果, ワンピースのバストの仕上げ寸法の平均値は91.7 cm,

標準偏差 は2.5 cm, トレーナーのバストの仕上げ寸法の平均値は94.5 cm, 標準偏差は8.0

cm であっ た。また，サイ ズの異なる衣服を試着し，フィットすると判定された衣服のゆ

とり量をいくつかの服種別に測定した結果，フィット性を必要とする衣服（ブラウス）の

ゆとり量の平均値は7.3 cm, 標準偏差は3.7 cm であり，フィット性を必要としない衣服

（セーター，トレーナー）のゆとり量の平均値，標準偏差は，それぞれ,   -12.2,   31.4cm

; 5.7,   6.4cm であった。
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